
「第六の天使のラッパ」           2019 年 08 月 28 日 

ヨハネの黙示録 9 章 13 節～21 節 第六の天使がラッパを吹いた。すると、神の御前 

にある金の祭壇の四本の角から一つの声が聞こえた。その声は、ラッパを持っている第六

の天使に向かってこう言った。「大きな川、ユーフラテスのほとりにつながれている四人

の天使を放してやれ。」四人の天使は、人間の三分の一を殺すために解き放された。この

天使たちは、その年、その月、その日、その時間のために用意されていたのである。その

騎兵の数は二億、わたしはその数を聞いた。わたしは幻の中で馬とそれに乗っている者た

ちを見たが、その様子はこうであった。彼らは、炎、紫、および硫黄の色の胸当てを着け

ており、馬の頭は獅子の頭のようで、口からは火と煙と硫黄とを吐いていた。その口から

吐く火と煙と硫黄、この三つの災いで人間の三分の一が殺された。馬の力は口と尾にあっ

て、尾は蛇に似て頭があり、この頭で害を加えるのである。 

これらの災いに遭っても殺されずに残った人間は、自分の手で造ったものについて悔い

改めず、なおも、悪霊どもや、金、銀、銅、石、木それぞれで造った偶像を礼拝すること

をやめなかった。このような偶像は、見ることも、聞くことも、歩くこともできないもの

である。また彼らは人を殺すこと、まじない、みだらな行い、盗みを悔い改めなかった。 

 

第六の天使がラッパを吹いた。「すると、神の御前にある金の祭壇の四本の角から一つ 

の声が聞こえた。」その声は、「大きな川、ユーフラテスのほとりにつながれている四人

の天使を放してやれ」であった。四人の天使は、三分の一の人間を殺すために解き放たれ

た。第五の天使のラッパの幻において現れたいなごには、人を殺すことが許されていなか

ったが、第六の天使のラッパで、解き放たれた天使たちには人を殺す権能が与えられてい

た。この時のために用意されていた天使たちは、突然、二億の騎兵となって現れた。二億

という数は、ヨハネが聞いたとされているが、聖書には類例のない天文学的な数字である。

二億の騎兵は、四人の天使たちの化身であろう。ユーフラテス川はローマ帝国の東の辺境

で、東方からの侵入というモチーフが下敷きになっていると思えるが、四人の天使たちに

よって引き起こされる災いが全世界に及ぶことを示している。幻の中で見た騎兵は、炎、

紫、および硫黄の色の胸当てを着けており、馬の頭は獅子の頭のようで、口からは火と煙

と硫黄とを吐いていた。馬の尾は蛇に似て頭があった。獅子のような頭は猛々しさの象徴

で、口から吐く火と煙と硫黄の三つが災いを与えて、人を殺した。また、尾にある蛇に似

た頭で害を加えていた。騎兵の及ぼす災いは甚大で、天使たちによって、人間の三分の一

が殺された。ローマ帝国が起こした諸々の戦争、争いから引き起こされた殺人の悲劇を例

えているのではないか。 

ところが、これらの災いに遭っても殺されずに生き残った人間たちは、自分の手で造っ

たものについて悔い改めず、なおも、悪霊どもや、金、銀、銅、石、木などで造った偶像

に対して礼拝することを止めなかった。神の裁きを受けても、悔い改めることをせず、人

間の手で作った偶像礼拝を続けたのである。これらの偶像は、見ることも、聞くことも、

歩くこともできない、死んだもので、何の力もない。生き残った人たちは人を殺すこと、

まじないに酔いしれ、みだらな性的行為に走り、盗みを止めなかった。ヨハネは、神不在

のローマ帝国内における混乱を、偶像に頼る無意味と、そこから生まれる道徳的な荒廃と

見なし、天使たちを通して神に裁かれるグロテスクな幻で描いているのであろう。 


